
自分の母校はも
ちろん、子供の
通う小学校にも
参加しました。
仕事とは違う地
域交流を子供た
ちやボランティ
アの方と行えて、
とても良い機会
になりました。

延べ10万個を越える市内の小学生が制作したちょうちん

　運賃箱をはじめとするバス用機器を製造販売しています。
　近年は運賃箱屋から脱却をはかり、公共交通インフラ向けのソリューション
展開を進めております。

　生まれも育ちも職場も小田原ですが、特に社外組織には属しておらず、地域
社会に貢献できていない点を常々気にかけていました。会社としても個人とし
てもターニングポイントを迎えており一念発起して入会しました。
　小田原・箱根の発展と皆さんとの交流から生まれる化学反応に期待しています。
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新入会員紹介
　令和5年6月2日㈮から小田原ちょう
ちん製作指導教室が行われました。
　ちょうちん製作教室は、「小田原箱根
商工会議所青年部」、「小田原市観光協
会」、「小田原ちょうちん製作ボランティ
アの会」の3団体が協力し毎年市内の学
校で開催されています。参加した万象具
徳委員会委員長の岩瀬忠輔君に感想を
聞いてみました。

ちょうちん制作の説明を行う岩瀬忠輔君と
耳を傾ける市内の小学生

小田原ちょうちん製作指導教室

小田原城天守閣館長 諏訪間 順 様と
感謝の意を伝える青年部 令和５年度会長 北村 徳宏　君

　7月例会は小田原城天守閣館長の諏訪間様をお招きし、戦国時代、小田原を本拠に理想の国
づくりを行った小田原北条氏の治世の施策や小田原城の歴史文化的価値・魅力についてご講演い
ただきました。我々が活動している地域の歴史・魅力を理解し、発信できる人財になることをねら
いとした例会でした。北条氏が大切にした基本理念や小田原城のすごさ、全国に及ぼした影響など
を改めて認識理解するができました。また小田原の魅力を積極的にPRしている諏訪間様の姿勢
は地域の青年経済人として見習わなければならないと感じました。

　7 月 20 日 ( 木 ) に小田原市民交流センター UMECO 会議室にて、小田原城天守閣館長の諏訪間順様を講師
としてお迎えし、7月例会「小田原北条 100年の治世～北条氏が小田原に残したもの～」が開催されました。
本例会を担当した地域創造委員会副委員長の脇寛和君にインタビューを行いました。

７月例会「小田原北条100年の治世～北条氏が小田原に残したもの～｣

小田原駅西口に飾られている北条早雲の像 講演後の北条クイズで高得点だった青年部メンバー

万象具徳委員会
委員長 岩瀬 忠輔 君

地域創造委員会
副委員長 脇 寛和 君

〜あなたの成長が地域の力となる〜

小田原箱根商工会議所青年部
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講師
小田原城天守閣館長
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